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　只見町では、様々な職種・場面で人材不足が課
題となっています。そこで、特定地域づくり事業協同
組合制度に取組むことで、課題解決につなげたいと
考えています。
　特定地域づくり事業協同組合制度とは、人口急
減地域の事業者が、事業協同組合を設立し、組合
が雇用した職員（地域づくり人材）を組合員に派遣
する制度です。業種の異なる複数の仕事を組み合わ
せて通年の雇用を生み出すことが出来る仕組みです。
　また課題解決の第１歩として、１月 25 日、特定地域づくり事業協同組合制度の勉強会が行われ、個人
事業主を含む１１事業所が参加しました。

　新成人の皆様、ご成人おめでとうございます。
　今年度の成人式は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となり、新成人の皆様、保護者の皆
様は本当に残念な心情であるとお察しいたします。
　式典は中止となりましたが、「新成人からのメッセージ」を募集したところ、菅家和浩さんからメッセージ
をいただきましたのでご紹介します。

　このねっかは、「１８歳の酒プロジェクト実行委員会
（事務局：合同会社ねっか）」が企画したもので、南
会津高校・只見高校の３年生を対象に卒業前の思い
出作りとして、酒米づくりと酒の仕込みを体験し、出来
あがった酒は成人した時にプレゼントされるというもの
です。
　受け取った新成人のひとりは、「１本は家族と楽しん
で、もう１本は同級生と会えた時に飲みたいです。」と
話してくれました。

特定地域づくり事業協同組合が設立されると
事業者（組合員）…繁忙期や人手が足りないといった事業者や小規模事業者でも人手の確保が
　　　　　　　　　可能になります。
若者・移住者（地域づくり人材）…通年の安定した収入や社会保障が得られ、地域を支える様々
　　　　　　　　　　　　　　　 な業種を経験でき、キャリアアップにつながります。

　今後は、事業者や関係団体や町で協議・調整が行われ、事業計画などの作成や認可手続き等
が設立に向けて行われる予定です。

　今 20 年振り返ると多くの方 と々只見で関わりを持つこと
が出来たと感じます。家族をはじめ自分の担当をしてくだ
さった先生方、スポ少や太鼓の活動など多くの方々に支え
られてきました。
　昨今の情勢により医療従事者をはじめ多くの方々に支え
られて日々過ごしているということを改めて感じました。
　『感謝』の思いを常に持ちつつ、今後多くの方々の支え
になれたらと思います。

菅家和浩

新成人の方に
ねっかが届きました！

町の人材不足解消のために
特定地域づくり事業協同組合制度

特定地域づくり事業協同組合制度の仕組み（資料：総務省）

新成人からのメッセージが届きました！
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　「令和２年度 芸術文化賞・スポーツ優秀選手賞」と「第 44 回只見町民文芸コンクール」の受賞者
が決定しました。受賞者は以下のとおりです。
なお、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のために式は行わず、表彰状は送付となります。
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な
な
か

は
せ
べ

ゆ
う
か

さ
ん
べ

な
る
と

や
な
と
り

う
み

つ
の
だ

あ
ん

お
お
つ
か

め
い

や
ざ
わ

は
る
き

め
ぐ
ろ

な
ほ

め
ぐ
ろ

な
ほ

や
ま
う
ち
つ
ば
き

わ
た
な
べ
し
ゅ
う

ま
す
だ
つ
か
さ

や
ざ
わ

み
ゆ
う

い
わ
さ

し
ゅ
の

い
が
ら
し

あ
お
い

か
ん
の

は
る
と

や
ま
も
と

ま
な
か

や
ま
も
と

ま
な
か

令和2年度 芸術文化・スポーツ優秀選手賞表彰
第44回只見町町民文芸コンクール表彰
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令
和
2
年
度

　芸
術
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
表
彰
者（
敬
称
略
）

令
和
2
年
度

　芸
術
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
表
彰
者（
敬
称
略
）

第
44
回
只
見
町
民
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者（
敬
称
略
）

第
44
回
只
見
町
民
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
芸
術
文
化
賞
】

▽
梁
取
昊
（
朝
日
小
２
年
）＝
令

和
２
年
度
歯
科
衛
生
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
・
書
写
・
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
（
図
画
の
部
）
／
最
優
秀
賞

▽
只
見
中
学
校
（
大
川
桃
果
・

山
本
愛
佳
・
栗
城
渓
人
・
三
瓶

心
乃
花
）＝
第
７
回
全
国
海
洋
サ

ミ
ッ
ト
／
優
秀
賞

▽
山
田
夢
空
（
只
見
中
３
年
）＝

第
60
回
国
際
理
解
の
国
際
協
力

の
た
め
の
全
国
中
学
生
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
／
佳
作

▽
只
見
中
学
校
（
山
本
愛
佳
）＝

第
２
回
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ポ
ス
タ

ー
発
表
部
門
／
最
優
秀
賞

▽
五
十
嵐
葵
（
只
見
中
２
年
）＝

令
和
２
年
度
中
学
生
「
税
に
関

す
る
作
文
」
／
福
島
県
法
人
会

連
合
会
会
長
賞

▽
菅
野
陽
翔
（
只
見
中
２
年
）＝

令
和
２
年
度
中
学
生
「
税
に
関

【
作
文
部
門
】

◎
小
学
生
下
学
年
の
部

▽
入
選
／
五
十
嵐
慶
伍
（
明
和

小
２
年
）

▽
佳
作
／
三
瓶
成
翔
（
只
見
小

２
年
）、
梁
取
海
未
（
明
和
小

３
年
）

◎
小
学
生
上
学
年
の
部

▽
特
選
／
角
田
杏
（
明
和
小
４

年
）

▽
入
選
／
大
束
芽
生
（
明
和
小

４
年
）、
矢
沢
悠
樹
（
明
和
小

５
年
）▽
佳
作
／
目
黒
夏
穂
（
只

見
小
６
年
）、
山
内
椿
（
明
和

小
６
年
）

◎
中
学
生
の
部

▽
入
選
／
渡
部
柊
（
只
見
中
１

年
）

▽
佳
作
／
増
田
司
（
只
見
中
１

年
）、矢
沢
実
優
（
只
見
中
１
年
）

【
詩
部
門
】

◎
小
学
生
下
学
年
の
部

▽
入
選
／
岩
佐
朱
乃
（
朝
日
小

１
年
）

◎
小
学
生
上
学
年
の
部

▽
入
選
／
三
瓶
蒼
有
介
（
明
和

小
６
年
）

▽
佳
作
／
齋
藤
珀
（
只
見
小
４

年
）、目
黒
夏
穂
（
只
見
小
６
年
）

【
短
歌
部
門
】

◎
小
学
生
下
学
年
の
部

▽
特
選
／
菅
家
一
晟
（
只
見
小

３
年
）

▽
入
選
／
長
谷
川
來
々
（
只
見

小
３
年
）

▽
佳
作
／
増
田
琉
気
（
只
見
小

２
年
）、
三
瓶
成
翔
（
只
見
小
２

年
）、酒
井
乃
愛
（
只
見
小
３
年
）

◎
小
学
生
上
学
年
の
部

▽
特
選
／
渡
部
仁
奈
（
朝
日
小

６
年
）

▽
入
選
／
湯
田
桜
杏
（
只
見
小

５
年
）、
馬
場
由
麻
（
朝
日
小

６
年
）

▽
佳
作
／
大
竹
杏
奈
（
只
見
小

５
年
）、
新
國
菜
々
香
（
只
見
小

５
年
）、
長
谷
部
優
歌
（
只
見

小
６
年
）

◎
中
学
生
の
部

▽
特
選
／
河
原
田
茜
音
（
只
見

中
２
年
）

▽
佳
作
／
目
黒
悠
斗
（
只
見
中

２
年
）、
梁
取
な
な
こ
（
只
見
中

２
年
）

◎
高
校
生
の
部

▽
入
選
／
山
内
友
斗
（
只
見
高

１
年
）、星
菜
織
（
只
見
高
３
年
）

▽
佳
作
／
大
竹
優
真
（
只
見
高

１
年
）、
馬
場
滉
大
（
只
見
高
１

年
）、
羽
染
宗
都
（
只
見
高
２

年
）、

梁
取
ゆ
ず
（
只
見
高
２
年
）、

目
黒
京
介
（
只
見
高
３
年
）

◎
中
学
生
の
部

▽
入
選
／
鈴
木
莉
子
（
只
見
中

３
年
）

▽
佳
作
／
佐
藤
静
香
（
只
見
中

３
年
）、
三
瓶
奨
悟
（
只
見
中
３

年
）

◎
高
校
生
の
部

▽
特
選
／
小
勝
高
大
（
只
見
高

３
年
）

▽
入
選
／
梁
取
結
花
（
只
見
高

３
年
）

▽
佳
作
／
馬
場
菊
（
只
見
高
２

年
）、酒
井
美
来
（
只
見
高
３
年
）

◎
一
般
の
部

▽
特
選
／
酒
井
洋
子
（
坂
田
）

▽
入
選
／
目
黒
レ
イ
（
只
見
）

▽
佳
作
／
三
瓶
淑
子
（
大
倉
）

◎
一
般
の
部

▽
特
選
／
新
國
洋
子
（
只
見
）

▽
入
選
／
齋
藤
由
美
子
（
大
倉
）、

目
黒
富
子
（
黒
谷
）

▽
佳
作
／
菅
家
ミ
ヨ
子（
只
見
）、

渡
部
ユ
キ
子
（
福
井
）

【
俳
句
部
門
】

◎
小
学
生
下
学
年
の
部

▽
特
選
／
目
黒
美
結
（
朝
日
小

３
年
）

▽
入
選
／
三
瓶
れ
ん
（
朝
日
小

３
年
）

▽
佳
作
／
渡
部
結
羽
（
只
見
小

１
年
）、菅
家
一
晟（
只
見
小
３
年
）

◎
小
学
生
上
学
年
の
部

▽
特
選
／
佐
藤
翔
（
朝
日
小
５

年
）

▽
佳
作
／
齋
藤
珀
（
只
見
小
４

年
）、菅
家
凛
（々
只
見
小
５
年
）、

山
内
丈
大
（
明
和
小
５
年
）

す
る
作
文
」
／
福
島
県
南
会
津

地
方
振
興
局
長
賞

▽
大
川
桃
果
（
只
見
中
３
年
）＝

朝
河
貫
一
賞
／
最
優
秀
賞

▽
只
見
中
学
校
（
角
田
愛
莉
・

青
山
日
菜
花
・
伊
藤
太
久
摩
・

目
黒
羚
）＝
第
２
回
小
中
学
生

ま
ち
づ
く
り
大
賞
（
ふ
く
し
ま

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
／
最
高

賞
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）

▽
目
黒
楓
華
（
只
見
高
３
年
）＝

第
40
回
福
島
県
川
柳
賞
／
青
少

年
奨
励
賞

▽
三
宅
実
美
（
只
見
高
２
年
）＝

第
40
回
全
国
高
校
生
読
書
体
験

記
コ
ン
ク
ー
ル
（
福
島
県
選
考

会
）
／
優
秀
賞

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
】

▽
只
見
中
男
子
ク
ロ
カ
ン
部
（
山

内
大
暉
・
菊
地
琉
巧
・
大
竹
優

真
・
鈴
木
詠
大
）＝
第
62
回
福

島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会
／
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ

ー
県
１
位

▽
只
見
中
女
子
ク
ロ
カ
ン
部
（
山

内
ひ
か
り
・
岩
佐
乃
杏
・
梁
取

な
な
こ
）＝
第
62
回
福
島
県
中
学

校
体
育
大
会
ス
キ
ー
大
会
／
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
県
２
位

▽
鈴
木
来
菜
（
南
会
津
高
１
年
）

＝
第
62
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
ス
キ
ー
大
会
／
ア
ル
ペ
ン
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
県
１
位

／
ア
ル
ペ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
県
２
位

▽
新
國
太
陽
（
若
松
商
業
高
２

年
）＝
令
和
２
年
度
福
島
県
高

等
学
校
新
人
体
育
大
会
会
津
地

区
大
会
剣
道
競
技
／
男
子
個
人

会
津
１
位

▽
只
見
高
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
星

佑
奈
・
三
瓶
楓
）（
只
見
高
校
）

＝
第
３
回
只
見
カ
ッ
プ
／
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
県
１
位

　「令和２年度 芸術文化賞・スポーツ優秀選手賞」と「第 44 回只見町民文芸コンクール」の受賞者
が決定しました。受賞者は以下のとおりです。
なお、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のために式は行わず、表彰状は送付となります。

こ
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と
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ろ
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ろ
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と
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ろ
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と
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※
該
当
の
な
か
っ
た
部
門
及
び
賞
に
つ
い
て
は

　
記
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

さ
か
い

よ
う
こ

さ
ん
べ

わ
た
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わ
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せ
い
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と
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し
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と
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く
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と
り
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と
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と
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わ
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な
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と
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は
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ほ
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ほ
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う
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き
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し
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う
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す
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さ
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し
ゅ
の

い
が
ら
し

あ
お
い

か
ん
の

は
る
と

や
ま
も
と

ま
な
か

や
ま
も
と

ま
な
か

令和2年度 芸術文化・スポーツ優秀選手賞表彰
第44回只見町町民文芸コンクール表彰

NEWS＆FLASH



NEWS＆FLASH

只
見
町
消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

只
見
町
消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

年
始
め
の
安
全
祈
願

　

１
月
９
日
、
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で

令
和
３
年
の
「
消
防
出
初
め
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
に
、
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
式
の
前
半
で

は
今
年
１
年
間
の
無
火
災
祈
願
と
、
危

険
の
伴
う
現
場
で
活
動
す
る
消
防
団

員
、
関
係
者
等
の
安
全
祈
願
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
渡
部
町
長
と
目
黒
邦
友

消
防
団
長
よ
り
訓
示
が
あ
り
、
出
席
者

の
皆
さ
ん
は
決
意
を
新
た
に
、
地
域
防

災
・
防
火
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

児
童
・
生
徒
の
想
い
を
広
報
た
だ
み
紙
上
で
発
表
し
ま
す

児
童
・
生
徒
の
想
い
を
広
報
た
だ
み
紙
上
で
発
表
し
ま
す

青
少
年
健
全
育
成
主
張
中
止

　

例
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
「
青
少

年
健
全
育
成
主
張
大
会
」
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
を
予
定
し
て
い
た
皆
さ
ん
の
主

張
を
３
か
月
に
分
け
て
広
報
た
だ
み
紙

上
に
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
青
少
年
の
主

張
に
耳
を
傾
け
、
健
全
育
成
に
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

今
月
は

３
小
学
校
児
童
の
主
張
を
次
ペ
ー
ジ
よ

り
紹
介
し
ま
す
。

「
只
見
と
っ
て
お
き
の
話
Ⅱ
」が

刊
行
・
販
売
さ
れ
ま
し
た

「
只
見
と
っ
て
お
き
の
話
Ⅱ
」が

刊
行
・
販
売
さ
れ
ま
し
た

只
見
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
一
冊
に

　
「
町
史
と
っ
て
お
き
の
話
」
を
再
編
し

た
「
只
見
と
っ
て
お
き
の
話
Ⅱ
」
が
昨

年
12
月
に
刊
行
し
、
町
内
全
戸
へ
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
本
誌
は
、「
只
見
町
で
マ

ト
ン
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
」

や
「
只
見
町
最
古
の
土
器
」
等
の
話
が

収
録
さ
れ
て
お
り
、
只
見
町
を
深
く
知

る
こ
と
が
出
来
る
一
冊
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
１
月
よ
り
米
屋
書
店
、
季
の

郷
湯
ら
里
、
只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
郵
送
販
売
に
つ
い
て
は
、

米
屋
書
店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲前作「とっておきの話」も販売中です。この
　機会にご覧ください。

▲地域の安全のために決意を新たにする消防団の皆さん

町
民
の
約
半
分
以
上
の
方
が
接
種

町
民
の
約
半
分
以
上
の
方
が
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

町
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
今
年
１
月

末
ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
係

る
費
用
の
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
同
時
流

行
・
感
染
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

時
感
染
の
場
合
、
重
症
化
の
危
険
が
あ

り
、
予
防
接
種
を
多
く
の
方
に
受
け
て

い
た
だ
く
よ
う
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

１
月
15
日
現
在
、
接
種
率
は
54
％
で

半
分
以
上
の
方
が
接
種
済
み
で
す
。

　

引
き
続
き
、感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス
ク
着
用
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

▲広報ただみ２０２０年９月号Ｐ３で手洗いの仕方を紹介しています。
　ぜひご覧ください。
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長谷部 優歌

三瓶 つかさ

山内  椿

増田  司

小沼 和葉

大竹 未桜

山内 友斗

小菅 岳人

沼田 彩希

さん  只見小学校6年 

さん  朝日小学校6年

さん  明和小学校6年

さん  只見中学校1年 

さん  只見中学校2年

さん  只見中学校3年 

さん  只見高等学校1年 

さん  只見高等学校2年 

さん  只見高等学校2年 

    

成長し合う私たち 

守り、受け継ぐ

　将来の夢 

できることから始めよう 

受け継ぐことと繋いでいくこと 

かりる責任・かえす責任 

闘い続ける球児たち 

わたしの目標～生徒のために～ 

はらぺこ保育 

    

 は   せ   べ    ゆ  う  か

さ ん べ  

   や ま う ち   つ ば き   

   ま す だ   つ か さ  

   お ぬ ま    か ず は　

  お お た け  み お う

  や ま う ち  ゆ う と

   こ す げ    た け と

   ぬ ま た      さ  き    

発表予定者

（
☎
82-

２
７
８
８
／
F
A
X
82-

３
４
３

５
）
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只見小学校６年生

長谷部優歌
はせべゆうか

成長し合う私たち

　「あ
り
が
と
う
。
ご
め
ん
ね
。」

　私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、
い
つ
も
こ
の

言
葉
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
心
が
ぽ
か
ぽ

か
す
る
温
か
い
言
葉
が
飛
び
交
う
こ
の
ク

ラ
ス
が
私
は
大
好
き
で
す
。
そ
ん
な
私
の

ク
ラ
ス
の
学
級
目
標
は
「
親
責
考
区
」
で

す
。
親
は
、
親
し
み
や
す
く
親
切
に
、
責

は
何
事
に
も
責
任
感
を
も
っ
て
行
動
す

る
、
考
は
何
事
に
も
考
え
て
行
動
に
移
す
、

区
は
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
と
い
う

意
味
で
す
。
私
た
ち
は
一
人
一
人
が
こ
の
学

級
目
標
を
意
識
し
て
、
毎
日
を
楽
し
く
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　し
か
し
、
こ
の
ク
ラ
ス
に
も
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、「
人

や
場
所
に
よ
っ
て
態
度
が
変
わ
る
」
こ
と

が
目
立
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
初

め
は
そ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
過
ご

し
て
い
ま
し
た
が
、
日
に
日
に
違
和
感
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

ま
で
、
お
互
い
に
「
こ
れ
を
言
っ
た
ら
嫌

わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
か
、
不
安
な

気
持
ち
や
、
遠
慮
す
る
気
持
ち
が
先
に
来

て
し
ま
っ
て
、
注
意
す
る
こ
と
を
、
み
ん

な
で
避
け
て
き
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
ク
ラ
ス
に
小
さ
な
溝
が
で
き

て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
ん
な
あ
る
日

先
生
に
、

「
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
に
違
和
感
を
感
じ
ま

す
。」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
一
言
を

き
っ
か
け
に
、
ク
ラ
ス
で
緊
急
の
話
合
い

の
時
間
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
今
ま
で
口
に
す
る
こ
と
の

な
か
っ
た
思
い
を
、
み
ん
な
が
出
し
合
い
、

み
ん
な
が
聴
き
合
い
、
と
て
も
中
身
の
濃

い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私

の
ク
ラ
ス
は
、
何
で
も
言
い
合
え
る
関
係

性
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
「
相
手
軸
」

友
達
の
考
え
を
受
け
入
れ
て
参
考
に
す
る

「
受
容
」
常
に
成
長
し
て
い
こ
う
と
す
る

「
向
上
心
」
な
ど
の
合
言
葉
を
意
識
し
て

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
小
さ

な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
度
に

声
を
か
け
合
い
、
そ
れ
を
素
直
に
聞
き
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
で
は
、

以
前
よ
り
も
笑
顔
が
増
え
、
温
か
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　私
は
こ
の
ク
ラ
ス
か
ら
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
実
は
、
以
前
ま
で
私
は

あ
ま
り
運
動
が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
友
達
は
、

い
つ
も
楽
し
そ
う
に
運
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
み
ん
な
で
声
を
か
け
合
っ
て
、
励
ま

し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て

い
た
ら
、
自
然
と
私
も
運
動
に
対
し
て
、

一
生
懸
命
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
影
響
は
、
勉
強
面
で
も
同

じ
で
し
た
。
私
が
問
題
を
解
け
ず
に
悩
ん

で
い
る
と
、
す
ぐ
に
友
だ
ち
が
助
け
に
来

て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が
理
解
す
る

ま
で
、
丁
寧
に
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
の

で
す
。
お
か
げ
で
今
で
は
、
た
と
え
難
し

い
問
題
に
直
面
し
て
も
、
粘
り
強
く
前
向

き
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
私
が
変
わ
れ
た
の
は
、
ま

ぎ
れ
も
な
く
こ
の
ク
ラ
ス
の
お
か
げ
で
す
。

私
の
ク
ラ
ス
は
、
何
事
に
も
全
員
で
、
粘

り
強
く
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
全
体
に
向
上
心

や
相
手
軸
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、私
が
こ
の
ク
ラ
ス
で
一
番
好
き
で
、

自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
が
他
に
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
笑
顔
」「
明
る
さ
」「
優
し

さ
」
で
す
。
毎
日
、
み
ん
な
笑
顔
で
、「
お

は
よ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
、
一

日
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
笑
顔
の
明

る
い
あ
い
さ
つ
は
、
不
思
議
な
力
を
も
っ

て
い
ま
す
。
今
日
も
一
日
頑
張
ろ
う
と
思

う
元
気
を
も
ら
え
る
の
で
す
。
他
に
も
、

「
あ
り
が
と
う
。」
の
言
葉
も
た
く
さ
ん
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
何
気
な
い
こ
と
で
も
、

自
然
に
こ
の
言
葉
が
か
け
合
え
る
こ
の
ク

ラ
ス
は
や
っ
ぱ
り
す
て
き
だ
し
、
自
慢
の

ク
ラ
ス
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
当
た
り
前
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
笑
顔
で
み
ん
な
が
や
り

続
け
て
い
け
ば
、
い
ず
れ
、
ク
ラ
ス
だ
け

で
な
く
、
学
校
が
、
地
域
が
、
ど
ん
ど
ん

明
る
く
な
り
、
笑
顔
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、
私
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
、
こ
の
最
高
の
仲
間
と
出
会
え
た

奇
跡
に
感
謝
し
て
、
残
り
の
小
学
校
生
活

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
十
人
は
、
み
ん
な
で
手
を
取
り
合

い
、
高
め
合
い
な
が
ら
成
長
し
続
け
て
い

き
ま
す
。

NEWS＆FLASH青少年健全育成主張青少年健全育成主張

し
ん
せ
き
こ
う
く
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明和小学校６年生

山内椿
やまうちつばき

将来の夢

朝日小学校６年生

三瓶つかさ
さんべ

守り、受け継ぐ

　私
に
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
看
護
師
に
な
る
こ
と

で
す
。
な
ぜ
、
看
護
師
に
な
り
た
い
の
か
、

そ
れ
は
病
気
や
け
が
を
し
て
苦
し
ん
で
い

た
り
困
っ
て
い
た
り
す
る
人
を
助
け
た
い

か
ら
で
す
。

　そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
が
風
邪
を
ひ

い
て
病
院
に
行
く
と
、
い
つ
も
や
さ
し
く

し
て
く
れ
る
看
護
師
さ
ん
が
い
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、私
の
亡
く
な
っ
た
祖
母
も
き
っ

か
け
の
一
つ
で
す
。
祖
母
は
鼻
か
ら
酸
素
を

吸
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

祖
母
の
姿
を
見
て
い
て
、
私
が
看
護
師
に

な
っ
た
ら
、
祖
母
の
よ
う
な
病
気
の
人
た

ち
の
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
今
年
、
登
校
班
の
班
長
に
な
り
ま

し
た
。
私
の
班
は
、
毎
日
バ
ス
で
登
下
校

し
て
い
ま
す
。
下
校
の
と
き
、
一
年
生
の

家
の
人
が
バ
ス
降
り
場
に
い
な
い
と
き
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ

た
の
で
す
が
、
私
は
、
そ
の
子
の
家
ま
で

送
っ
て
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
最
高
学
年
と
し
て
、
下
学
年
の
子

の
助
け
に
な
れ
た
と
感
じ
、
自
分
の
理
想

の
姿
に
近
づ
い
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　一
方
、
私
は
人
前
に
出
る
の
が
苦
手
だ

な
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

こ
の
主
張
大
会
に
立
候
補
し
た
り
、
運
動

会
で
白
組
の
代
表
に
な
っ
た
り
と
自
分
か

ら
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
初
対
面
の
人
と
話
す

こ
と
な
ど
ま
だ
ま
だ
苦
手
な
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢

に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　私
は
、
将
来
只
見
町
に
も
ど
っ
て
き
て
、

看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
で
も
、
正
直
に
言
う
と
、
今
の
只
見

町
の
ま
ま
な
ら
、
戻
っ
て
き
た
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
病
院
の
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
只
見

町
で
は
、
手
術
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

の
で
す
。
手
術
が
必
要
な
人
は
、
み
ん
な

会
津
若
松
な
ど
の
都
市
部
へ
行
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
只
見
町
の
病
院
に
手
術

室
が
あ
り
、
手
術
が
で
き
る
医
者
が
い
れ

ば
、
高
れ
い
者
の
方
や
体
の
弱
い
方
が
長

き
ょ
り
の
移
動
を
す
る
こ
と
も
な
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
治

り
ょ
う
を
す
る
こ
と
で
、
病
気
も
良
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
に
病
院

が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
医
り
ょ
う
を

提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
民
に
安

心
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。　高

れ
い
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
み
ん

な
が
安
心
し
て
只
見
町
で
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
病
院
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
他
の
地
域
の
人
も
只
見
町

に
住
み
た
い
と
思
い
、
人
口
も
増
え
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
将
来
、

私
が
看
護
師
に
な
っ
た
こ
ろ
、
只
見
町
の

病
院
が
今
よ
り
も
環
境
が
整
っ
て
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、私
が
思
う
理
想
の
看
護
師
は
、

し
っ
か
り
と
仕
事
が
で
き
て
、
か
ん
者
さ

ん
に
対
し
て
い
つ
で
も
笑
顔
で
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
看
護
師
で
す
。
そ
ん
な
理
想

の
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
に
、
勉
強
を
が

ん
ば
っ
た
り
、
困
っ
て
い
る
人
に
自
分
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
や
さ
し
さ
を

も
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
私
は
将

来
、
医
り
ょ
う
の
環
境
が
整
っ
た
只
見
町

で
理
想
と
す
る
仕
事
が
し
っ
か
り
と
で
き

て
、
か
ん
者
さ
ん
に
い
つ
で
も
笑
顔
で
接

す
る
看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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　私
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
で
、

未
来
の
只
見
町
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
を
し

ま
し
た
。
只
見
町
の
こ
と
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
役
場
の
方
々
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
い
わ
き
市
の
小
学
生

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
し
ま
し
た
。
学

習
を
進
め
て
い
る
時
、
私
は
い
つ
も

「
な
ぜ
只
見
町
は
栄
え
な
い
の
だ
ろ
う
。」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
然
は
す
ご
く
美
し

い
と
思
い
ま
す
し
、
犯
罪
や
目
立
っ
た
事
故

な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。
近
所
の
人
は
み
ん
な

優
し
い
し
、
食
料
品
も
買
え
ま
す
。
し
か
し

み
ん
な
大
人
に
な
る
と
、
只
見
か
ら
出
て
い
っ

て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
と

し
て
、「
お
店
が
少
な
い
」
と
大
人
の
方
々
が

考
え
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

私
た
ち
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業

で
、
只
見
町
の
抱
え
て
い
る
課
題
を
予
想
す

る
と
き
も
、
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
人
か
ら

同
じ
意
見
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
役
場
の
方

に
お
店
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
、
お

店
の
数
は
け
っ
こ
う
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
私
は
「
お
店
が
少
な
い
」
と

い
う
よ
り
は
、「
お
店
に
売
っ
て
い
る
物
の
種

類
が
少
な
い
」
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

大
き
な
デ
パ
ー
ト
に
は
、
例
え
ば
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
だ
け
で
十
数
種
類
も
売
っ
て
い
ま
す

が
、
只
見
町
の
ス
ー
パ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
種

類
は
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
き
な
デ
パ
ー
ト
で

あ
れ
ば
買
い
物
は
一
ヶ
所
で
済
み
ま
す
が
、
只

見
町
で
は
お
店
を
何
カ
所
か
回
ら
な
い
と
用

事
が
済
ま
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ

う
な
理
由
で
大
人
の
方
々
は
不
便
を
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。
し
か

し
役
場
の
方
は

「
小
さ
な
お
店
で
も
、
只
見
の
人
が
た
く
さ

ん
買
い
物
を
し
、た
く
さ
ん
お
金
が
入
れ
ば
、

い
ず
れ
は
大
き
な
お
店
に
な
る
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

住
民
の
方
々
に
広
め
れ
ば
、
町
が
お
金
を
か

け
な
く
て
も
大
き
な
お
店
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。「
ち
り
も
積
も
れ
ば
山

と
な
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
只
見
の
人
た
ち
の
力
で
只
見
町
を
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　ま
た
私
た
ち
は
授
業
で
、
只
見
町
の
課

題
だ
け
で
な
く
、
只
見
町
の
良
さ
に
つ
い
て

も
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
ク
ラ
ス
の
多
く
の

人
か
ら
「
自
然
が
豊
か
」
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。
私
も
そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
す
る
中
で
、
私

は
「
只
見
町
の
良
さ
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
こ
で
私
は
、
次
の
二
つ
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
一
つ
目
は
「
只
見
の
自
然
」

で
す
。
只
見
町
は
二
○
一
四
年
に
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
と
は
、
豊
か
な
生
態
系
を
有
し
、

地
域
の
自
然
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
経
済
活
動
を
進
め
る
モ
デ
ル
地
域
の
こ
と

で
す
。
自
然
保
護
と
地
域
の
人
々
の
生
活
と

が
両
立
し
た
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
自
然
保
護
」
と
い
う
言
葉
に

も
あ
る
よ
う
に
、
只
見
町
は
昔
か
ら
美
し
い

自
然
が
保
た
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
保
た

れ
る
べ
き
地
域
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
登
録
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
只
見
の
自
然

は
他
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
只
見
町
の
未
来
を
担
う

の
は
私
た
ち
で
す
。
そ
し
て
自
然
を
守
っ
て
い

く
の
も
私
た
ち
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
、

私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
美
し
い
自
然

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　二
つ
目
は
「
只
見
の
伝
統
」
で
す
。
私
の

祖
父
は
川
で
魚
を
釣
っ
た
り
、
き
の
こ
や
山

菜
を
採
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
家

に
持
ち
帰
り
、
祖
母
が
干
し
た
り
、
つ
ぶ
し

た
り
、
焼
い
た
り
し
て
、
私
や
妹
、
弟
と
食

べ
ま
す
。
し
か
し
今
、
こ
う
し
て
釣
っ
た
魚

や
山
か
ら
採
っ
て
き
た
き
の
こ
や
山
菜
を
食

べ
る
人
が
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
近

所
の
家
で
、
ゼ
ン
マ
イ
が
干
し
て
あ
る
と
こ

ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
若

い
人
が
住
ん
で
い
る
家
で
は
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
を
受

け
継
ぐ
こ
と
も
只
見
町
の
未
来
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
私
も

只
見
町
の
自
然
を
生
か
し
た
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
町
外
の
人
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　そ
れ
で
も
自
然
を
壊
し
、
新
し
い
も
の
を

つ
く
り
た
い
と
言
う
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
然
を
壊
し
て
し
ま
う

と
、
大
好
き
な
只
見
町
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

気
が
す
る
し
、
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
自
然
は
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
が
な
い
と
釣
り

や
山
菜
採
り
な
ど
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の
都
会
に

は
ビ
ル
や
住
宅
が
並
び
、
生
活
は
豊
か
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
美
し
い
自
然
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
只
見
町

の
方
が
、
美
し
い
わ
が
国
「
日
本
」
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
。
私
は
自
然
を
守
り
、
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
只
見
町
を
み
ん
な
か
ら

愛
さ
れ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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　私
に
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
看
護
師
に
な
る
こ
と

で
す
。
な
ぜ
、
看
護
師
に
な
り
た
い
の
か
、

そ
れ
は
病
気
や
け
が
を
し
て
苦
し
ん
で
い

た
り
困
っ
て
い
た
り
す
る
人
を
助
け
た
い

か
ら
で
す
。

　そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
が
風
邪
を
ひ

い
て
病
院
に
行
く
と
、
い
つ
も
や
さ
し
く

し
て
く
れ
る
看
護
師
さ
ん
が
い
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、私
の
亡
く
な
っ
た
祖
母
も
き
っ

か
け
の
一
つ
で
す
。
祖
母
は
鼻
か
ら
酸
素
を

吸
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

祖
母
の
姿
を
見
て
い
て
、
私
が
看
護
師
に

な
っ
た
ら
、
祖
母
の
よ
う
な
病
気
の
人
た

ち
の
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
今
年
、
登
校
班
の
班
長
に
な
り
ま

し
た
。
私
の
班
は
、
毎
日
バ
ス
で
登
下
校

し
て
い
ま
す
。
下
校
の
と
き
、
一
年
生
の

家
の
人
が
バ
ス
降
り
場
に
い
な
い
と
き
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ

た
の
で
す
が
、
私
は
、
そ
の
子
の
家
ま
で

送
っ
て
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
最
高
学
年
と
し
て
、
下
学
年
の
子

の
助
け
に
な
れ
た
と
感
じ
、
自
分
の
理
想

の
姿
に
近
づ
い
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　一
方
、
私
は
人
前
に
出
る
の
が
苦
手
だ

な
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

こ
の
主
張
大
会
に
立
候
補
し
た
り
、
運
動

会
で
白
組
の
代
表
に
な
っ
た
り
と
自
分
か

ら
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
初
対
面
の
人
と
話
す

こ
と
な
ど
ま
だ
ま
だ
苦
手
な
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢

に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　私
は
、
将
来
只
見
町
に
も
ど
っ
て
き
て
、

看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
で
も
、
正
直
に
言
う
と
、
今
の
只
見

町
の
ま
ま
な
ら
、
戻
っ
て
き
た
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
病
院
の
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
只
見

町
で
は
、
手
術
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

の
で
す
。
手
術
が
必
要
な
人
は
、
み
ん
な

会
津
若
松
な
ど
の
都
市
部
へ
行
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
只
見
町
の
病
院
に
手
術

室
が
あ
り
、
手
術
が
で
き
る
医
者
が
い
れ

ば
、
高
れ
い
者
の
方
や
体
の
弱
い
方
が
長

き
ょ
り
の
移
動
を
す
る
こ
と
も
な
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
治

り
ょ
う
を
す
る
こ
と
で
、
病
気
も
良
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
に
病
院

が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
医
り
ょ
う
を

提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
民
に
安

心
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。　高

れ
い
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
み
ん

な
が
安
心
し
て
只
見
町
で
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
病
院
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
他
の
地
域
の
人
も
只
見
町

に
住
み
た
い
と
思
い
、
人
口
も
増
え
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
将
来
、

私
が
看
護
師
に
な
っ
た
こ
ろ
、
只
見
町
の

病
院
が
今
よ
り
も
環
境
が
整
っ
て
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、私
が
思
う
理
想
の
看
護
師
は
、

し
っ
か
り
と
仕
事
が
で
き
て
、
か
ん
者
さ

ん
に
対
し
て
い
つ
で
も
笑
顔
で
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
看
護
師
で
す
。
そ
ん
な
理
想

の
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
に
、
勉
強
を
が

ん
ば
っ
た
り
、
困
っ
て
い
る
人
に
自
分
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
や
さ
し
さ
を

も
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
私
は
将

来
、
医
り
ょ
う
の
環
境
が
整
っ
た
只
見
町

で
理
想
と
す
る
仕
事
が
し
っ
か
り
と
で
き

て
、
か
ん
者
さ
ん
に
い
つ
で
も
笑
顔
で
接

す
る
看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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　私
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
で
、

未
来
の
只
見
町
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
を
し

ま
し
た
。
只
見
町
の
こ
と
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
役
場
の
方
々
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
い
わ
き
市
の
小
学
生

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
し
ま
し
た
。
学

習
を
進
め
て
い
る
時
、
私
は
い
つ
も

「
な
ぜ
只
見
町
は
栄
え
な
い
の
だ
ろ
う
。」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
然
は
す
ご
く
美
し

い
と
思
い
ま
す
し
、
犯
罪
や
目
立
っ
た
事
故

な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。
近
所
の
人
は
み
ん
な

優
し
い
し
、
食
料
品
も
買
え
ま
す
。
し
か
し

み
ん
な
大
人
に
な
る
と
、
只
見
か
ら
出
て
い
っ

て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
と

し
て
、「
お
店
が
少
な
い
」
と
大
人
の
方
々
が

考
え
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

私
た
ち
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業

で
、
只
見
町
の
抱
え
て
い
る
課
題
を
予
想
す

る
と
き
も
、
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
人
か
ら

同
じ
意
見
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
役
場
の
方

に
お
店
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
、
お

店
の
数
は
け
っ
こ
う
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
私
は
「
お
店
が
少
な
い
」
と

い
う
よ
り
は
、「
お
店
に
売
っ
て
い
る
物
の
種

類
が
少
な
い
」
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

大
き
な
デ
パ
ー
ト
に
は
、
例
え
ば
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
だ
け
で
十
数
種
類
も
売
っ
て
い
ま
す

が
、
只
見
町
の
ス
ー
パ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
種

類
は
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
き
な
デ
パ
ー
ト
で

あ
れ
ば
買
い
物
は
一
ヶ
所
で
済
み
ま
す
が
、
只

見
町
で
は
お
店
を
何
カ
所
か
回
ら
な
い
と
用

事
が
済
ま
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ

う
な
理
由
で
大
人
の
方
々
は
不
便
を
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。
し
か

し
役
場
の
方
は

「
小
さ
な
お
店
で
も
、
只
見
の
人
が
た
く
さ

ん
買
い
物
を
し
、た
く
さ
ん
お
金
が
入
れ
ば
、

い
ず
れ
は
大
き
な
お
店
に
な
る
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

住
民
の
方
々
に
広
め
れ
ば
、
町
が
お
金
を
か

け
な
く
て
も
大
き
な
お
店
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。「
ち
り
も
積
も
れ
ば
山

と
な
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
只
見
の
人
た
ち
の
力
で
只
見
町
を
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　ま
た
私
た
ち
は
授
業
で
、
只
見
町
の
課

題
だ
け
で
な
く
、
只
見
町
の
良
さ
に
つ
い
て

も
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
ク
ラ
ス
の
多
く
の

人
か
ら
「
自
然
が
豊
か
」
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。
私
も
そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
す
る
中
で
、
私

は
「
只
見
町
の
良
さ
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
こ
で
私
は
、
次
の
二
つ
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
一
つ
目
は
「
只
見
の
自
然
」

で
す
。
只
見
町
は
二
○
一
四
年
に
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
と
は
、
豊
か
な
生
態
系
を
有
し
、

地
域
の
自
然
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
経
済
活
動
を
進
め
る
モ
デ
ル
地
域
の
こ
と

で
す
。
自
然
保
護
と
地
域
の
人
々
の
生
活
と

が
両
立
し
た
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
自
然
保
護
」
と
い
う
言
葉
に

も
あ
る
よ
う
に
、
只
見
町
は
昔
か
ら
美
し
い

自
然
が
保
た
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
保
た

れ
る
べ
き
地
域
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
登
録
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
只
見
の
自
然

は
他
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
只
見
町
の
未
来
を
担
う

の
は
私
た
ち
で
す
。
そ
し
て
自
然
を
守
っ
て
い

く
の
も
私
た
ち
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
、

私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
美
し
い
自
然

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　二
つ
目
は
「
只
見
の
伝
統
」
で
す
。
私
の

祖
父
は
川
で
魚
を
釣
っ
た
り
、
き
の
こ
や
山

菜
を
採
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
家

に
持
ち
帰
り
、
祖
母
が
干
し
た
り
、
つ
ぶ
し

た
り
、
焼
い
た
り
し
て
、
私
や
妹
、
弟
と
食

べ
ま
す
。
し
か
し
今
、
こ
う
し
て
釣
っ
た
魚

や
山
か
ら
採
っ
て
き
た
き
の
こ
や
山
菜
を
食

べ
る
人
が
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
近

所
の
家
で
、
ゼ
ン
マ
イ
が
干
し
て
あ
る
と
こ

ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
若

い
人
が
住
ん
で
い
る
家
で
は
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
を
受

け
継
ぐ
こ
と
も
只
見
町
の
未
来
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
私
も

只
見
町
の
自
然
を
生
か
し
た
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
町
外
の
人
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　そ
れ
で
も
自
然
を
壊
し
、
新
し
い
も
の
を

つ
く
り
た
い
と
言
う
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
然
を
壊
し
て
し
ま
う

と
、
大
好
き
な
只
見
町
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

気
が
す
る
し
、
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
自
然
は
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
が
な
い
と
釣
り

や
山
菜
採
り
な
ど
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の
都
会
に

は
ビ
ル
や
住
宅
が
並
び
、
生
活
は
豊
か
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
美
し
い
自
然
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
只
見
町

の
方
が
、
美
し
い
わ
が
国
「
日
本
」
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
。
私
は
自
然
を
守
り
、
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
只
見
町
を
み
ん
な
か
ら

愛
さ
れ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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